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・研究手帳・

景氣循環と農

業簿記

渡　辺 侃

　敗戦後13年になる。戦争後μ0、

葎好天が続き景気もよいという

のが，私の経験上一第一次世界

：大戦後のこと一の予測であっ

た。その後は不作が来，また不

回気になる心配がある。すでに

軽い不作が来たし，多少の不景

気が来ている。今後もつとひど

い不作と不景気が来ないともい

われない。

　　札蝿気象台の斎藤搏子馬が

　r北海道農業」の昨年上半期

　のものに書かれた北海道気繰

　変化の研究では，明治時代が

　大体に低温の疇期で，大正か

　ら昭和の今日迄が高温の時期

　である。昭和35年頃から毒び

　低温が30年討つづくかも知れ

　ぬという。60周箪説と見られ

　る。しかし高温の疇期にも低

　混の年があり，抵温の跨期に

　も高温の年がある。低温箪が

　多く出るかも乱れないという

　だけであろうが警戒の必要が

　ある。30年，10準，3薙の周
　期を見なければならない。鍛

　気は，一節悪くなりかけたが，

　朝鮮戦争以来高調を続けて
　き，最近低調になっているが，

　1930年（昭和5隼）から約玉0年

　もつづいた大不景気程下るこ

　とはあるまいと皆信じてい
　るQこれは前の時より政策が
　行魑いているためであろう。

　謂和初年の金輸解禁は未曽有

　の山険で失敗であったと患
　う。米銃剃撤廃はどうであろ

　うか。

　今日の農家の負債は一ケ年の

総収入に匹敵する額になってい，

る。しかし見様によっては其位

の負債は大したことでない。も

っとも，金利は・一割以上になる

から，安心は出来ない。

　金利高の原因を私は物心騰貴

に帰する。物心が下る傾向にあ

るならば，たとえ利子がやすく

ても，貨幣や預金や債券を持つ

た方が得である。あとで物を買

った育が有利だから。反対に物

価が騰貴する場合，物や罐利や

株券が買探きれる。借金しても

得になる。政策的には物鱗を上

げるようにすることが多い。そ

れだけ金利を上げるわけで，事

業には不利である。勢い，霞己

資金を作るか，特別な政府や組

合の資金を作る必要が判る。す

なわち借金経営はインフレ経営

というべきである◎

　今後景気が特男麺によくなる毘

込はなく，不景気にも傭えなけ

ればならないのであるから，節

約蓄積は必要である。それには

簿記をつけることが最も遷当で

ある。各農家が自らの経営と家

計を判断せねばならずそれに基

いて指導施策せねばならぬから

である。

　簿記の必要は第一に農家が自

己の経営に華年をつけることに

ある。　「汝歓序を保てば，秩序

汝を保つ」という格言を，アー

レボー先生はその簿詑奨励の標

語とした。簿認の形式は偲でも

よい，つけれ，ζまよい，ともいっ

た。しかし，最：近簿記方法は種

々研究きれて，簡単で精確にな

ってきたから，講習を受けて使

うのがよいG速に仕訳し，予算

にあわせることにすれば特によ

い。

　簿詑必要の第二は農家調資で

ある。大蔵省関係で所得を確離

するとき，農鉢蜜関係で経済状

態を報告するとき，これのみが

精確な資料となる。理論上かぐ

すべきでない。ラウル先生はこ

れが唯一の経営研究資料だとい

っている。だが簿記を分・黙して

研究することは容易なこととは

いわれず，また少数結果では全

体の状況を表すことは幽来な
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い。少数例乍ら最近の農業経済

状態を示すのは農林省の農家経

済及び農業経営調査結果であ

る。苦心し，また金をかけた大

騰の串版であるが，利用者がど

れだけあるかをあやぶむ。折角

だから剰用きせていただく。

　此の側で見ると黒字農家が5

赤字農家力渥で，赤宇のないの

は水田農家だけである。もっと

も，この倒の水田農家は中核水

郡地帯で畑1乍及び野馳農家は中

核地帯のそれではない。気候が

よかったという昭鵜30年でこの

遍りであるから簿記をつけて予

算生活を立てねばならないこと

カミわカ〉ると思う。

　　　（誌大名誉教授農博）

農業経営と山

場取引

川　村 営

　1，小農Peas鎚t生産と農

　　　産物の販売

　北海道の農業は多数の小農に

よつて鴬まれている。小農の生

藤における色々な特殊性は箔場

蟹acket漁g取引の面における主

な特徴は次のようにいうことが

串来る。

に）生産量や販売騒が小量であ

　　ること。

（2｝生産物の規格が雑多で，品

　　質も形態も不統一であるこ

　　と。

（3）生産が自然条件に左右きれ

　　生産物は寓敗性がつよく，

　　販売は出来秋に集中してい

　　ること。

　以上の条件は農産物の販売を

著しく不秘ならしめ，そめ結果

農産物の販売に対して与える主

な影響は次の如きものである。

（1》価格の変動がはげしく，価

格は比較的不利に定められ，と

くに響町期における相暢は…賊し

く低目である。

〔2｝市場までの欝欝Asselnblin

9費穏がかさみ，配給Di就盛but

iD9　費，　賄三蔵Stoyage費もまた

大きい。

（3）季節的変動を利用する，商

人に，禺来秋の買たたき，端境

期の売おしみで，原則的に多額

の利益を与え，農民の手取り，

庭先欝欝は不利となる。

　以上の票情は北海道の農業で

はきらに増大きれるものといわ

ねばならない。その理由は，

（1｝自然条件からいって，年一

圓の収穫であり，畑窪では各種
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一356，312　場から遠くはな

　　33・616れていること。

一422・101 ｨ　概格iま大消

費地市場で決定きれているこ．

と。

㈲　海外市場と競合する生産物ゴ

カ∫府県より多いこと。

　庭先僑格は，以上の理由で，

北海道は麿県よりも抵い。ここ

に，北海道での農業協同組合の

発達が府県より進んでいる理由

の一つがある。

　L市場級引の改善

　以上の北海道農業の帯場取引

を改善するために以下の方法が

とられている。これを大別する

と価格調整の方法と市場取引機

構の整備である。この2つは椙

互に関係しあっていることはい

うまでもない。

に）価格の調整についてQ

　④国が奪格を統制し，邸乍

に対しては農業共済Agric註1tαr・

a1圭nS擢餌cc制度で補償するシ

ステム。ここでは統制された価

格が農家の生産費を補償するか

どうかが，主な問題である。米

が唯一の例であるが，ただ北海

道では，等級がおとっているこ

とと卑出華甲金をうけるための

時期が，一般に洋帆より不利で

あるため，この改善が，必要で

ある。

　⑧農家が舞岡組合を通じて

膚治的に侮格の統鯛を行うシス

テム。自治的に癒格を統制畠来

るのは集蕎機構と配給機構を協

同組合が独占し，生産の粗壁は

農産物の検査制度と生産に必要

な原原種を統制することによっ

て達成されている。この例は種

子馬鈴薯にみられる。ただ，そ

の価格が種子の儒要者たる農民，

に満足を与えうるかどうかが問、

題である。

　⑨　自由商品である豆類，と
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